ＣＰＤ実績証明書に新しく実務実績明細書式ができました。

「ＣＰＤ・実務実績データ」書式

◆ＣＰＤ（継続能力開発）制度に参加している皆さん。データ登録はお済みですか……？

ＣＰＤ手帳を手に、ご自分が1年間実施した「実務と研修の成果」をデータ登録するというのがこの制度です。つまり毎年、1年間の結果をデータ登録せねばなりません。

データ登録する時期は、ご自分がＣＰＤに参加申込みをして、正式に参加登録が受理されてから1年後です。毎年その時期になり、よって人により時期が異なります。

◆今年4月から、ＣＰＤ制度の新しいサービスを開始します。今までは、ＣＰＤデータ登録をすると、「建築士会継続能力開発(ＣＰＤ)実績証明書」を発行し、「ＣＰＤ個人実績表」で研修と実務の単位内容を証明していました。しかし、この実績表では、研修分野の実績内容は研修内容等の表示がされていますが、実務の実績に関しては「プロジェクト実績／責任者として」などの表示で、1年間の単位合計だけしか表示されていませんでした。そこで、4月から、「ＣＰＤ・実務実績データ」書式を新しく作成いたしました。掲載のサンプルをご覧下さい。

◆この書式は1年間の実務内容を一つ一つ細かく表示する事ができます。つまりご自分の実務の内容をすべて表示する事ができます。より営業活動等に有効活用できると考えています。出力は士会連合会のＣＰＤ専用用紙に行います。ぜひご利用下さい。

但し、この書式利用は希望者のみとします。また、事務局の現在の状況から、すべてのデータは電子情報のみとさせて頂きます。つまり、この書式は県士会のホームページに掲載しますので、書式をご自分でダウンロードし、用紙にご自分で記載していただき、メールで県士会事務局にお送り下さい。事務局がその受取った情報を士会連合会の用紙に出力致します。そして、「建築士会継続能力開発(ＣＰＤ)実績証明書」「ＣＰＤ個人実績表」と一緒にお渡し致します。

ＣＰＤ等特別委員会

